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＜パートナーシップ＞

☐

☑

☐

☑

☐

☐

☐

☐

☑

三側面
（分野に☑）

階層別研修・ハラスメント研修・e-ラーニングなど、従業員
が学び成長できる環境を整えた。

全社員が最低１回/年の研修を受
講した。

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2022年度において、お客様一
人あたりのプラスチック使用量
２８％削減（２０２１年度比）
２０２３年度において、館内電力
使用量２８．６％削減（２０１８年度
比）

「従業員へのおもいやり」
従業員教育の充実と、ダイバーシティ推進

ハラスメント研修など、その時々
の必要に応じた内容で年1回以
上の全体研修を実施する。経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

有機栽培農家との自社農園を活
用し、年間2回の食育活動を実施
する（コロナ禍の影響により変更
はあり得る）

春と秋に自社農園で食育イベントを実施。
新入社員研修にも農園実習を取り入れ、有機栽培など農
業への関心・食の安全への意識を高めた。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

サスティナブルツーリズムの提案、
環境配慮型の製品を使用し、製品使
用率2018年度比１％UPする。
１UP２DOWNの推奨、省エネの啓
蒙活動により電力使用量2018年度
比1%削減を目標とする。

前期の指標に対する実績

「地球へのおもいやり」
環境に配慮した製品の使用と、省エネの意識改善

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

特定プラスチック使用製品（歯ブラシ、ヘアブラシなど）に
ついて商品再選定などの取り組みを実施した。
また、館内LED化を順次進めている。

山都町と「SDGｓ推進に係る連携と協力に関する協定」を締結し、食育活動をはじめとした取り組みを継
続。また、コラボ農園を運営することで、従業員教育や地域貢献にも資する体制づくりを行う。さらに、環
境配慮型の商品提案を取引先と協力して推進する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

食育：年２回実施
新入社員：年１回実施

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

「地域社会へのおもいやり」
安心安全な食の提供と地産地消による地域貢献

社会

経済

環境

「従業員へのおもいやり」
従業員教育の充実と、ダイバーシティ推進

ハラスメント研修など、その時々の
必要に応じた内容で研修を実施す
る。
全体研修の実施
2023年度1回/年
→2026年度1回以上/年

社会

経済

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
「地域社会へのおもいやり」
安心安全な食の提供と地産地消による地域貢献

有機栽培農家と連携して自社農園を
活用し、食育活動を実施する。
2023年度2回/年
→2026年度2回/年

社会

経済

環境

「地球へのおもいやり」
環境に配慮し、省エネの意識改善

全館LED化を完了する。
１UP２DOWNなど省エネの啓蒙活
動を推進する。
全館LED化率
2023年度80％
→2026年度100％
電気使用量1％削減（2023年度比）

事業者名 くまもと新世紀株式会社（ホテル日航熊本）

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

従業員の幸福を追求し、お客様の満足度を高めることで「百年続く名門ホテル」を目指し、「ホテル文化の
発信と地域社会への貢献」に努めます。そのために「地域社会へのおもいやり」「地球へのおもいやり」「従
業員へのおもいやり」という3つのミッションを実現し、サスティナブルな社会の実現に貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


